
５月１７日（日曜日）、小川入国有林（長野県木曽郡上松町）において
伊勢神宮（三重県伊勢市）で２０３３年に執り行われる第６３回「式年遷
宮」に向けた祭典の一つ「仮御樋代木（かりみひしろぎ）伐採式」が営ま
れ、仮御樋代に使われる木曽ヒノキの伐採が行われました。

5月17日 「伝統技術継承への協力」神宮式年遷宮仮御樋代木伐採式開催

【木曽森林管理署】

遷御（せんぎょ）の際に御神体を一時的に納める「仮御樋代」の御用材
を伐採するにあたり、木の本に坐す神をお祀りし、忌斧を入れる式です。
（関連記事 広報誌「中部の森林」２０２５年７月号（第２５４号）掲載、
各地からの便り令和７年９月１７日掲載）

御用材伐り出しの安全を祈る修祓の後、木曽森林管理署長より斧だけで
伐採する伝統技法「三ツ紐伐り（みつひもきり）」等を説明、地元木曽地
域の三ツ紐伐り保存会七名が、約一時間かけ樹齢約３００年、高さ２６
メートル、直径６０センチの大木を伐り倒しました。大木が予定された位
置にゆっくりと倒れる姿を見守った参加者や地元上松町の小中学生から大
きな拍手が沸き起こりました。
なお、木曽森林管理署では「木の文化」を支えるための伝統的な林業技

術の継承に協力していきます。
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【関連記事】広報誌「中部の森林」２０２５年７月号（２５４号）掲載
各地からの便り（令和７年９月１７日）掲載
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